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近
年
に
お
け
る
老
人
問
題
は
人
口
の
老
齢
化
、
核
家
族
化
、
扶
養
意
識
の
変
化
等
に
伴
つ
て
深
刻
な
社
会
問
題

と
な
つ
て
い
る
。 

今
日
の
日
本
を
築
く
た
め
に
貢
献
し
た
老
齢
者
が
、
目
ざ
ま
し
い
経
済
の
繁
栄
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
激
し
く
変

動
す
る
社
会
の
谷
間
で
、
し
か
も
物
価
高
騰
で
不
安
定
な
条
件
の
も
と
に
今
日
、
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

た
め
、
老
齢
者
の
福
祉
年
金
に
寄
せ
る
期
待
は
き
わ
め
て
大
き
な
も
の
が
あ
る
。
と
り
わ
け
数
十
万
に
の
ぼ
る
公

的
年
金
受
給
者
の
福
祉
年
金
併
給
制
限
撤
廃
に
対
す
る
要
望
は
き
わ
め
て
強
い
。 

一 

政
府
は
国
民
年
金
制
度
の
創
設
当
初
に
お
い
て
、
福
祉
年
金
は
他
の
い
ず
れ
の
制
度
か
ら
も
年
金
を
受
け
ら

れ
な
い
も
の
を
対
象
と
し
て
設
け
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
福
祉
年
金
は
全
額
国
庫
負
担
の
た
め
二
重
の
国
庫
負 
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で
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本
格
的
な
一
部
併
給
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
の
は
昭
和
三
十
七
年
十
月
か
ら
で
、
一
般
の
公
的
年
金

の
場
合
は
限
度
額
を
二
万
四
千
円
と
し
、
戦
争
公
務
に
よ
る
扶
助
料
等
の
場
合
は
七
万
一
千
円
を
限
度
額
と
し

た
の
で
あ
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
一
般
の
公
的
年
金
受
給
者
（
老
齢
者
の
場
合
）
に
は
二
万
四
千
円
の
ま
ま
据
置
か
れ
（
昭

和
四
十
五
年
十
月
に
老
齢
福
祉
年
金
の
額
が
二
万
四
千
円
と
な
つ
た
た
め
、
福
祉
年
金
相
当
額
に
改
め
ら
れ 

担
と
な
る
こ
と
等
を
理
由
に
公
的
年
金
と
併
給
し
な
い
方
針
で
あ
つ
た
。
も
つ
と
も
、
他
の
公
的
年
金
が
ご
く

低
額
で
福
祉
年
金
の
額
を
下
回
る
場
合
は
、
福
祉
年
金
の
額
ま
で
併
給
す
る
仕
組
み
が
当
時
よ
り
と
ら
れ
て
い

た
が
、
福
祉
年
金
は
あ
め
玉
年
金
と
い
わ
れ
た
よ
う
に
非
常
に
額
の
低
い
も
の
で
あ
つ
た
。 

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
戦
争
公
務
関
係
に
つ
い
て
は
数
回
に
わ
た
り
限
度
額
を
引
き
上
げ
、
昭
和
四
十
六
年

一
月
に
は
十
七
万
七
百
円
、
同
年
十
月
か
ら
准
士
官
以
下
に
つ
い
て
は
完
全
に
併
給
さ
れ
、
さ
ら
に
本
年
十
月

か
ら
は
准
士
官
以
下
を
中
尉
以
下
に
拡
大
し
よ
う
と
し
て
い
る
。 

四 

 



 

二 

戦
争
公
務
関
係
に
つ
い
て
は
一
部
併
給
は
お
ろ
か
、
現
在
そ
の
大
部
分
は
完
全
併
給
と
な
つ
て
い
る
。 

一
方
、
一
般
の
公
的
年
金
（
恩
給
や
退
職
年
金
な
ど
）
で
物
価
高
の
中
で
心
配
し
つ
つ
暮
ら
し
て
い
る
老
人
の

場
合
は
、
現
在
わ
ず
か
二
万
七
千
六
百
円
以
上
の
恩
給
ま
た
は
年
金
の
収
入
が
あ
れ
ば
福
祉
年
金
が
支
給
さ
れ

な
い
と
い
う
全
く
き
び
し
い
制
限
で
あ
る
。 

た
。
）
、
そ
の
後
昭
和
四
十
六
年
十
一
月
に
二
万
七
千
六
百
円
と
な
り
、
本
年
十
月
か
ら
六
万
円
に
な
る
予
想
で

あ
る
も
の
の
、
現
状
で
は
明
ら
か
に
併
給
し
な
い
と
い
つ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
確
か
に
戦
争
公
務
関
係
者
は

戦
争
の
犠
牲
と
な
つ
た
精
神
的
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
こ
と
を
認
め
る
と
し
て
も
、
一
般
の
公
的
年
金

受
給
者
に
は
あ
ま
り
に
低
い
。
一
体
併
給
し
な
い
理
由
は
何
か
。
ま
た
こ
の
限
度
額
設
定
の
趣
旨
は
何
か
。 

た
と
え
本
年
十
月
か
ら
年
額
六
万
円
に
な
る
と
し
て
も
、
ま
だ
ま
だ
圧
倒
的
な
数
の
こ
れ
ら
の
人
に
は
福
祉

年
金
は
支
給
さ
れ
ず
、
き
わ
め
て
冷
酷
な
扱
い
で
あ
る
。
年
金
制
度
が
完
全
に
充
実
さ
れ
て
い
な
い
今
日
、
最

も
年
金
を
必
要
と
す
る
老
齢
者
に
対
し
、
あ
ま
り
に
も
き
び
し
い
制
限
で
は
な
い
か
。 

五 

 



 

 

六 

さ
ら
に
、
一
般
の
所
得
者
と
比
較
し
て
み
る
と
、
本
人
の
所
得
制
限
の
限
度
額
三
十
五
万
円
（
給
与
所
得
者

の
場
合
収
入
に
換
算
す
る
と
約
五
十
四
万
円
）
以
下
の
と
き
は
、
福
祉
年
金
が
支
給
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
金
額
す
ら
も
近
く
引
き
上
げ
ら
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
を
比
較
考
察
す
る
と
き
、
老
齢
者
に
対
す
る
福
祉
年
金
の
扱
い
は
き
わ
め
て
不
公
平
で
あ
り
、
す
で

に
永
年
に
わ
た
り
国
会
へ
も
数
多
く
老
齢
者
の
悲
痛
な
陳
情
請
願
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。 

こ
の
際
、
一
般
の
公
的
年
金
を
受
け
て
い
る
と
き
の
支
給
制
限
を
撤
廃
す
る
か
、
あ
る
い
は
当
面
少
な
く
と

も
戦
争
公
務
関
係
の
限
度
額
ま
で
引
き
上
げ
て
一
部
併
給
を
拡
大
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

政
府
の
老
齢
者
に
対
す
る
暖
か
い
配
慮
を
望
み
つ
つ
改
善
策
を
問
い
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


